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ち

き
ゅう
にやさし

い

『ツツツツツツツツジジジジのののの山山山山』
春から夏にかけ、野山に自生し、赤、白、紫、橙色の花を咲かせるツツジ。観賞用として広く愛用され

ています。
大戸浜の寺島貞助さん（84歳）方の庭と裏山には斜面一面にみごとなツツジが咲きそろい、近所の人

たちを楽しませています。
このツツジは、寺島さんが約30年前から挿し木したのがはじまりで、丹念に手入れを続けたものが根

づき、毎年５月には見事な花をつけます。寺島さんは「ここ数年はなかなか手入れが行き届かなくて恥ず
かしいが、ここまでやってきたのでこれからも頑張りたい」と話してくれました。

大戸浜の「ツツジの山」、また来年も私たちを楽しませてくれることでしょう。

■
今
月
は
、
深
緑
の
季
節
に
ち
な
ん
で
「
ポ
ー
ト
パ

ー
ク
し
ん
ち
」、
町
内
の
公
園
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
各
公
園
は
、
休
日
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
連
れ

の
家
族
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
話
を
聞
い
て
み

る
と
町
外
の
方
ば
か
り
。
な
か
な
か
町
内
の
方
が
い

ま
せ
ん
。
梅
雨
前
の
さ
わ
や
か
な
季
節
で
す
。
皆
さ

ん
も
公
園
等
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
晴
）
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の
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�
役場企画振興課
（��２１１１）

バーベキュー広場、子供の広場、水生植物園、展望台
があります。

バーベキュー広場は水道完備、かまどは６つありま
す。森の中でバーベキューをお楽しみください。（利
用料金は無料。事前に申し込みが必要）

�
「
し
ば
ふ
の
広
場
」
は
ふ
か

ふ
か
の
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
。

（
団
体
で
の
利
用
の
み
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
）

�
県
相
馬
港
湾
建
設
事
務
所

（
�
�
８
３
３
２
）
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新緑がまぶしい！

自然と緑を楽しもう



初心者テニス 初心者を中心に硬式テニスの基本を学ぶ。５月～８月ま
で全４回。場所は総合公園テニスコート。

いきいき健康づくり 主に高齢者の方を対象に、気軽にできるスポーツ教室の
体験。内容は健康づくり運動（体操・ストレッチ・ウォ
ーキング等）やニュースポーツなど。５月～８月まで全４
回。室内シューズ持参、場所は総合体育館。

初心者バドミントン 初心者を中心にバドミントンの基本を学ぶ。７月～10月
まで全４回。室内シューズ持参、場所は総合体育館。

新地町ビーチバレー
大会

８月５日�、「遊海しんち」で開催。男女混合３人制。場所
は釣師浜海水浴場。

お母さんダイエット
作戦

主に主婦の方を対象に気軽にできるスポーツの体験。内
容は体操・ストレッチ・ウォーキング・レクリェーショ
ンダンス・ニュースポーツなど。９月～12月まで全４回。
室内シューズ持参、場所は総合体育館。

初心者卓球 初心者を対象に卓球の基礎から試合形式までを学ぶ。９月
～12月まで全４回。室内シューズ持参、場所は総合体育館。

自然体験ハイキング ９月10日�、県内の登山・ハイキングコース（場所未定）
で実施。場所は決まり次第お知らせします。

ロードレース大会 10月９日�の体育の日に開催。コースは町民グラウンド
をスタート・ゴールに駒ヶ嶺地区コースを予定。

新地ウォークラリ
ー・ニュースポー
ツフェスティバル

３月４日�に開催。ウォークラリー大会、グラウンドゴルフ・
ソフトバレーボール・インディアカなどのニュースポーツを体
験。場所は総合公園、総合体育館、町民グラウンドなど。

ニコニコふれあい
スポーツ教室

小・中学生の親子を中心に、スポーツをする喜びを体験。
内容は遊び・ニュースポーツ・スキー・スノーボードな
ど。12月～３月まで全４回。場所は総合体育館、町民グ
ラウンド、宮城県七ヶ宿スキー場など。

気
軽
に
手
軽
に

スススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ
教教教教
室室室室

町
で
は
、
平
成
12
年
度
「
町
民
の

翼
」
の
女
性
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

海
外
研
修
を
通
し
て
、
国
際
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
広
い
も
の
の
見

方
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の

体
験
を
も
と
に
地
域
社
会
や
職
場
、

家
庭
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
活
動

等
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
３
都
市
へ

ゴ
ミ
処
理
や
市
民
参
加
の
都
市
環
境

づ
く
り
、
高
齢
者
福
祉
等
に
つ
い
て

の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

オ
セ
ア
ニ
ア
３
都
市

★
メ
ル
ボ
ル
ン（

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

・
公
園
都
市
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
視

察
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
促
進
施
策
等

の
研
修

★
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

・
市
内
公
共
施
設
等
視
察
、
市
民

参
加
の
都
市
環
境
整
備
（
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、
都
市
公
園
等
）

★
シ
ド
ニ
ー
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

・
高
齢
者
福
祉
施
設
と
地
域
住
民

の
か
か
わ
り
、
各
自
テ
ー
マ
別

研
修

11
月
11
日
�
か
ら
11
月
19
日
�
の

９
日
間

20
名
以
内

１
人
当
た
り
54
万
円
程
度
（
う

ち
自
己
負
担
１
５
７
、０
０
０
万

円
程
度
）

た
だ
し
、
旅
券
交
付
手
数
料
、

海
外
旅
行
傷
害
保
険
料（
任
意
保

険
）、
自
由
視
察
研
修
の
際
の
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
経
費
は
個
人

負
担
。

町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
今

後
も
町
に
定
住
す
る
意
思
の
あ
る

女
性
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

①
平
成
12
年
４
月
１
日
現
在
で
、

原
則
と
し
て
25
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
方
、
②
過
去
に
国
、
県
も
し
く

は
他
の
公
共
団
体
の
助
成
を
受
け

て
海
外
渡
航
を
し
た
こ
と
の
な
い

方
申
込
書
、
行
政
区
長
の
推
薦
書
、

健
康
診
断
書
を
添
え
て
、
行
政
区

長
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

７
月
上
旬
ま
で

８
月
上
旬

８
月
下
旬
　
説
明
会

９
月
〜
10
月

事
前
研
修
、結
団
式
、壮
行
会

12
月
　
解
団
式

�
総
務
課
（
�
内
線
15
）

第10回町民の翼�

�
新地公民館（��２０８５）

平成15年度完成を目指して整備中。昨年度は総合体育
館を建設しバレーボール、バドミントンなどに利用され
ています。今後は野球場、多目的運動広場の整備を進めま
す。
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「
創
ろ
う
よ
緑
で
つ
な
が
る
ぼ
く
ら

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
第
50
回
相
馬

地
方
植
樹
祭
が
５
月
23
日
、
鹿
狼
山

登
山
口
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

相
馬
地
方
６
市
町
村
の
持
ち
ま
わ
り

で
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
郷
土
づ
く

り
を
願
い
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
新
地
町
が
会
場
地
。

前
日
は
夜
半
か
ら
雷
が
鳴
る
な
ど
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
朝
は
青
空
が

広
が
り
町
関
係
者
一
同
、
ほ
っ
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
会
場
設

営
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
午
前
10
時

か
ら
の
開
会
を
待
つ
ば
か
り
。

式
典
で
は
、
荒
町
長
、
佐
藤
県
知

事
を
は
じ
め
、
相
馬
地
方
の
市
町
村

長
、
緑
の
少
年
団(

駒
ケ
嶺
小
学
校

５
年
生
22
人)

、
町
関
係
者
ら
150
人

が
出
席
。
相
馬
地
方
緑
化
推
進
委

員
長
の
荒
町
長
が
「
地
球
環
境
の
保
全
を

含
め
、
次
の
世
代
を
担
う
青
少
年
の
た
め

に
も
町
民
総
ぐ
る
み
で
緑
を
育
て
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
緑
化
功
労
者
と
し

て
今
日
ま
で
森
林
整
備
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
杉
目
55
人
共
有
林
会

（
森
久
雄
代
表
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受

賞
し
た
森
会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
森
林

の
保
全
、
育
成
に
尽
く
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
、
佐
藤
県
知
事

は
以
前
、
荒
町
長
の
案
内
で
鹿
狼
山
に
登

っ
た
こ
と
や
山
に
住
む
手
の
長
い
神
様
が

海
ま
で
手
を
伸
ば
し
貝
を
食
べ
た
と
さ
れ

る
「
鹿
狼
山
伝
説
」
に
触
れ
な
が
ら
、

「
山
と
海
が
つ
な
が
る
循
環
の
理
念
の
も

と
、
森
林
の
持
つ
機
能
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
大
漁
旗
も
飾
り
付
け
ら
れ
、
出
席

し
た
漁
業
関
係
者
ら
も
大
き
く
う
な
ず
き

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

緑
の
少
年
団
に
は
植
樹
祭
の
参
加
記
念

樹
と
し
て
荒
町
長
か
ら
代
表
の
目
黒
嘉
和

君
と
早
川
紅
さ
ん
に
ケ
ヤ
キ
と
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

駒
ケ
嶺
小
学
校
（
佐
藤
光
正
校
長
）

で
は
記
念
樹
を
来
春
完
成
予
定
の
新

校
舎
の
敷
地
に
植
樹
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

植
樹
祭
は
鹿
狼
山
南
中
腹
斜
面
で

行
わ
れ
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
合
計
２
０
０
本
が

用
意
さ
れ
、
荒
町
長
、
佐
藤
県
知
事

ら
が
緑
の
少
年
団
員
と
と
も
に
ケ
ヤ

キ
の
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
知
事

と
一
緒
に
植
樹
を
し
た
鈴
木
健
也
君

は
、「
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

知
事
さ
ん
に
ス
コ
ッ
プ
を
持
つ
と
き

も
手
を
や
さ
し
く
添
え
て
い
た
だ
き

と
て
も
感
激
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を
持

ち
、
山
の
斜
面
に
行
き
、
澄
ん
だ
空

気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
な
が
ら
、

一
本
ず
つ
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
、
緑

豊
か
な
郷
土
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

知事さん！ようこそ尚英中学校へ

植
樹
祭
の
後
、
佐
藤
県
知
事
は
尚
英
中
学

校
（
佐
々
木
健
二
校
長
・
生
徒
数
３
５
７
人
）

を
訪
れ
ま
し
た
。
２
年
前
に
同
校
女
子
柔
道

部
が
全
国
大
会
で
個
人
優
勝
、
団
体
入
賞
報

告
を
し
た
際
、
知
事
が
同
校
訪
問
を
約
束
し
、

今
回
実
現
し
た
も
の
で
す
。

知
事
は
全
校
集
会
に
出
席
し
、
自
分
の

中
学
生
時
代
の
思
い
で
を
振
り
返
り
「
21

世
紀
は
あ
な
た
た
ち
の
時
代
で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
、
勉
強
を
通
し
て
人
間
性
を
磨
い
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
創
立
35
周
年
を
記
念
し
て
、
知

事
が
生
徒
た
ち
と
と
も
に
校
門
の
両
脇
に

ケ
ヤ
キ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
知
事
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、

大
喜
び
で
し
た
。



町

の

話

題

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
乗
り
降

り
し
や
す
い
専
用
の
タ
ク
シ
ー
を
、

観
光
ハ
イ
ヤ
ー
（
菅
野
充
代
表
・
中

島
）
が
こ
の
ほ
ど
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
車
は
相
双
地
方
の
タ
ク
シ
ー

会
社
で
は
初
め
て
で
、
後
部
の
ド
ア

が
ほ
ぼ
90
度
開
き
、
後
部
座
席
が
外

側
に
回
転
す
る
た
め
、
車
い
す
か
ら

の
乗
り
降
り
も
従
来
の
タ
ク
シ
ー
よ

り
楽
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
車
い
す

は
後
部
の
ト
ラ
ン
ク
に
収
納
で
き
ま

す
。

５
月
20
日
�
、「
見
る
、
聞
く
、
考

え
る
、
行
動
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
、
新
地
高
等
学
校
で
開
放
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
座
は
、
26
人
が
受
講
し
、
開
校

式
に
続
い
て
「
日
本
を
知
る
　
古
都

（
京
都
、
奈
良
）
の
歴
史
と
文
化
」
と

題
し
て
、
新
地
高
等
学
校
の
小
島
健

先
生
、
佐
藤
宏
志
先
生
の
講
義
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
開
放
講
座
は
、
６
月

３
日
�
、
17
日
�
に
も
行
わ
れ
ま
す
。

「
日
本
を
知
る
」

新
地
高
等
学
校
開
放
講
座

�

�
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式
が

５
月
６
日
�
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
２
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
目
黒
教
育
長
か
ら
各
少

年
団
指
導
者
へ
委
嘱
状
の
交
付
と
団

員
に
団
旗
の
授
与
を
行
い
、
続
い
て

各
少
年
団
ご
と
に
宣
誓
を
行
い
、
一

年
間
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
で
は
こ
れ
ま
で
の

功
績
を
称
え
、
優
秀
指
導
者
賞
と
し

て
駒
ヶ
嶺
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
阿
部

孝
さ
ん
、
功
労
者
賞
と
し
て
新
地
小

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
の
水
戸
俊
一
さ

ん
、
剣
道
部
の
青
木
君
夫
さ
ん
、
渡

辺
由
美
子
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
ぞ
！

５
月
22
日
�
、
青
空
の
も
と
町
内

３
小
学
校
で
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
は
雨
の
影
響
で
開
催
が
１

日
順
延
に
な
り
ま
し
た
が
、当
日
は
、

前
日
ま
で
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
に
晴

れ
わ
た
り
、
子
供
た
ち
は
父
母
た
ち

の
応
援
を
受
け
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ

い
競
技
に
励
み
ま
し
た
。

青
空
に
子
供
た
ち
の
歓
声
響
く

�

�

乗
り
降
り

ら
く
ら
く

�

フォ
ト

ス
ク
ラ
ンブル

●

毎
年
恒
例
の「
新
地
町
野
球
リ
ー
グ
」

が
５
月
28
日
�
、
６
チ
ー
ム
の
選
手
、

関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
て
、
町
民
野

球
場
で
開
幕
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
加
藤
憲
郎
町
体
育
協
会

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
役
場
チ
ー

ム
の
小
野
和
彦
選
手
が
宣
誓
。
星
薫
町

野
球
リ
ー
グ
会
長
の
始
球
式
で
熱
戦
の

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
野
球
場
改
修
工
事
の
関

係
で
、
例
年
よ
り
短
い
７
月
末
ま
で

町
民
野
球
場
、
新
地
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

町
野
球
リ
ー
グ
開
幕

�

�

�

３
小
学
校
で運

動
会

�

� 自
然
の
中
を
歩
こ
う
会

４
月
29
日
�
、
町
民
約
70
人
が

参
加
し
て
、
鹿
狼
山
登
山
道
入
口

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
穏
や
か

な
春
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

う
つ
く
し
ま
未
来
博

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

５
月
15
日
�
、
う
つ
く
し
ま
未

来
博
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
町
を
訪
れ
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
の
野
口
徹

郎
隊
長
、
有
賀
か
よ
子
さ
ん
が
、

未
来
博
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
永

遠
の
心
」
を
披
露
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
う
つ

く
し
ま
未
来
博
」
開
催
記
念
儀
業

と
し
て
、「
自
然
の
中
を
歩
こ
う
会
」

「
第
14
回
新
地
種
苗
市
」
の
中
で
、

未
来
博
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

第
14
回
新
地
種
苗
市

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る
「
新

地
種
苗
市
」
が
５
月
20
�
、
21
日

�
の
２
日
間
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
西
の
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
、
約
２
、０
０
０
人
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

21
日
は
緑
化
推
進
委
員
会
の
苗

木
配
布
が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ブ
シ
や

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
苗
の
配
布
に
来
場

者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。



21
日
　
県
町
村
会
理
事
会

22
日
　
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

24
日
　
町
う
つ
く
し
ま
未
来
博
推
進

協
議
会
総
会

25
日
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

町
交
通
対
策
協
議
会
総
会

町
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協

議
会
総
会

26
日
　
役
場
庁
舎
建
設
位
置
検
討
懇
話
会

議
会
全
員
協
議
会

27
日
　
北
海
道
伊
達
市
へ
見
舞
い

１
日
　
課
長
会
、相
馬
地
区
メ
ー
デ
ー

８
日
　
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者

会
、
相
馬
地
方
市
町
村
会

９
日
　
常
磐
自
動
車
道
建
設
促
進
陳
情

15
日
　
課
長
会
、
入
札

16
日
　
相
馬
港
利
用
促
進
協
議
会
理
事
会

17
日
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

18
日
　
こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

19
日
　
町
文
化
協
会
総
会

20
日
　
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会

議
総
会

（子供） （親） （地区）

千　陽
ち は る

只野雅英・ひろみ 小　川

飛　翔
つ ば さ

佐々木正彦・ゆう子小　川

駿　介
しゅんすけ

大堀勝文・里枝 岡

陸　海
り く

佐藤安廣・真由美 富　倉

竜之介
たつのすけ

黒沢賢二・知子 新地町

（死亡者） （年齢） （地区）

佐藤　　雄助 ８３歳 大戸浜

飯土井ツネ子 ７６歳 新　町

滝波　　泰輔 ８３歳 今　泉

寺島　　ヒサ ７５歳 明　地

小野　　ケサ ９１歳 小　川

菅野　　ミツ ９２歳 菅　谷

（平成１２年4月２１日～１２年5月２０日届出）

町
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
、
65
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
な
ど
を
対
象
に
、

寝
具
の
乾
燥
消
毒
（
水
洗
い
）
サ
ー

ビ
ス
を
６
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。

清
潔
で
心
地
よ
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

掛
布
団
、
敷
布
団
、

毛
布
、
枕
等

・
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
／
２
０
０
円

・
水
洗
い
サ
ー
ビ
ス
／
８
０
０
円

�
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
26
）

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
農
業
集
落

あ
り
ま
す
）埒

浜
地
区
、
大
戸
浜
地
区

今
泉
地
区

�
産
業
課
（
�
内
線
64
）

松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
日
程
で
航
空
防
除
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
19
日
�
午
前
中

７
月
３
日
�
午
前
中

（
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

・
故
佐
藤
雄
助
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
佐
藤
文
雄
さ
ん
（
大
戸
浜
）

よ
り
３
万
円

・
故
飯
土
井
ツ
ネ
子
さ
ん
の
ご
遺

志
と
し
て
飯
土
井
繁
勝
さ
ん
（
新

町
）
よ
り
20
万
円
／
故
濱
野
吉
平

さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
濱
野
正
久

さ
ん
（
大
戸
浜
）
よ
り
10
万
円

・
佐
藤
和
男
さ
ん
（
菅
谷
）
よ
り
コ

ゴ
ミ
４
キ
ロ
／
今
泉
老
人
会
よ
り
タ

オ
ル
40
枚
／
マ
ル
フ
ク
農
園（
杉
目
）

よ
り
り
ん
ご
40
キ
ロ
／
佐
藤
光
さ
ん

（
中
里
）
よ
り
タ
オ
ル
40
枚
／
川
上

シ
キ
子
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り
タ
ケ
ノ

コ
46
キ
ロ
／
荒
コ
ウ
さ
ん
（
作
田
）

よ
り
タ
ケ
ノ
コ
42
キ
ロ
／
日
産
金
属

（
代
表
・
佐
々
木
一
夫
）
よ
り
な
め

こ
100
袋
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん（
山
元
町
）

よ
り
卵
600
個
／
小
林
京
子
さ
ん
（
原

町
市
）
よ
り
観
葉
植
物
４
鉢

・
三
味
線
杉
本
会
（
相
馬
市
）
５

人
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
29
回
59

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
10
回
17
人
／
レ

マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
駒
ケ
嶺
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
１
回
２
人
／
漁
協
婦
人
部

１
回
４
人
／
新
地
高
校
３
回
15
人
／

習
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
２
人
／
仙

台
医
療
福
祉
専
門
学
校
１
回
３
人

�
６月17日�～18日�
9時～17時
�

農村環境改善センター
�

町盆栽愛好会
（会長　三品好春）
（��5347）

排
水
及
び
、
下
水
道
の
一
部
供
用
を

開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
「
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

�
６
月
12
日
�
〜

町
内
に
本
社
の
あ
る
業
者

�
６
月
14
日
�
〜

�
以
外
の
業
者役

場
都
市
計
画
課

�
都
市
計
画
課
（
�
内
線
53)

８
月
９
日
�
〜
16
日
�

６
月
15
日
�

相
馬
野
馬
追
執
行
委
員
会

�
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
（
�
内

線
64
）
ま
で

� ９月17日�
� 猪苗代町「昭和の森」

隣接地
� ６月15日�

詳しくは、役場産業課
（�内線43）まで

県
で
は
、
中
小
企
業
労
働
相
談
所

を
設
置
し
て
、
専
門
の
相
談
員
が
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
賃

金
・
退
職
金
、
雇
用
・
解
雇
、
各
種

助
成
金
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
。

�
相
双
中
小
企
業
労
働
相
談
所

相
双
地
方
振
興
局
商
工
県
民
部
内

（
�
�
１
１
４
２
）

放
送
大
学
で
は
、
平
成
12
年
度
第

２
学
期
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
通
信
衛
星
（
Ｃ
Ｓ
）

で
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
（
通
信

制
大
学
）
で
す
。
教
養
を
身
に
つ
け

て
人
生
の
視
野
を
広
げ
た
い
、
そ
ん

な
気
持
ち
を
持
つ
方
々
の
入
学
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
月
15
日
�
〜
８
月
15
日
�

�
放
送
大
学
い
わ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

学
習
セ
ン
タ
ー

（
�
０
２
４
６
―

２
２
―

７
３
１
８
）

Re
・
Be
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
出
産
や

育
児
等
に
よ
り
退
職
し
た
方
で
再
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
再
就

職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
15
日
�
・
16
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
会
場
　
原
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料
　
無
料

�
21
世
紀
職
業
財
団
福
島
事
務
所

（
�
０
２
４
―

５
２
２
―

３
０
３
０
）

�
（�０２４―５４６―０３４４）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申
し出て下さい。



よ
く
か
ん
で

楽
し
く
食
べ
る

����

か
み
く
だ
く
こ
と

「
そ
し
ゃ
く
（
咀
嚼
）」

平
成
11
年
度
、
浜
保
育
所
で
は
、

―
子
ど
も
の
食
事
・
栄
養
を
考
え
て

健
康
な
身
体
づ
く
り
―

「
よ
く
か
ん
で
　
楽
し
く
食
べ
る
」

を
テ
ー
マ
に
１
年
間
、
食
事
の
研
究

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
内

容
の
一
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

Hello Shinchi!
I like working with students because they
have big dreams. I’m interested in what they
want to be in the future. Maybe you want to
know what’s my dream. Well, I want to be a
writer. I’ve wanted to be a writer since I was
very young. I always enjoyed reading stories.
I loved to read almost anything. I always read
a story before I went to bed. Even today, I
can’t fall asleep without reading something
first.
I also like to write. I write a diary about my
life in Japan. I also like to write letters and
email. Sometimes, I think it’s easier to
express my thoughts and feelings in writing
than in speaking.
Writing is one kind of communication. And I’
m always interested in communication. When
I write something, I want the reader to
understand what I’m trying to say. I want the
reader to feel what I feel. Words can be a
barrier, or a wall. Sometimes you can’t
express your true thoughts in words. But also,
words can be a window. If you say certain
words, everyone immediately understands
what you mean. It’s amazing. It seems like
they can read your mind. Especially in
Japanese, often you say only a few words, but
there is a lot of meaning.
What kind of writer do I want to be? I want
to write science-fiction. I like to write about
the future. I like it because you have to use
your imagination. Of course, I love I science.
And I like to imagine where science will take
us in the future.
Why do I want to be a writer? Because I
enjoy communicating. Words and language
are the tools of communication.
It’s difficult, but I love it. Maybe someday
you’ll see my book in a bookstore. If you do,
yoroshiku ne!

See you next month !

６
月
の
読
み
聞
か
せ
会

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
イ
ミ
ー
」

が
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
楽
し

い
絵
本
や
紙
芝
居
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

?
?
?

?@he?@g?
?@he?@g?
?@he?@g?
?@he?@g?
?@he?@@@@@e?
?@e?@@@@@@@@@g?
?@he?@g?
J5he?@g?
7Hhe?@g?
@?he?@g?
@?he?@g?
@?he?@g?
@??W.??W2@@6X@g?
@??7H?W.M??I'@L?f?
@?J5e7HfN@)Xf?
3T.Ye@?fJ(R/X?e?
N@H?e3Le?W.Y?V/?e?
?@fV/K?O.Y?g?

?V4@0Yh?
?
?
?
?

?
?

@?f?@h?
?J5?f?@h?
?7H?f?@h?
?@g?@h?
J5g?@h?
7Hg?@h?
@??@@@@@@@@@@@@@@??

?J@?f?W@@X?g?
W&@?f?7Y@)Xg?

?W.Y@?f?@?@V1g?
W.Y?@?fJ5?@?@L?f?
.Ye@?f7H?@?31?f?

@?f@??@?V'Lf?
@?e?J5??@eV/X?e?
@?e?7H??@e?N1?e?
@?eJ5e?@f3Le?
@??W.Ye?@fV/X??
@??.Y?e?@f?V/??
@?g?@h?
@?g?@h?
@?g?@h?

?
?
?

?
?

W-X?g@?g?
7R/Xg@?g?

?J5?N1e@@@@@@@@@@@??
?7H??3L?@?h@??
J5?@?V/X@?h@??

?W.Y?@eV4@@@@@@@@@?@??
W&U??@f?@g@?e?
.R@@@@@@@??@g@?e?
@?f@??@g@?e?
@?f@??@g@?e?
@@@@@@@??@@@@@@@@?e?
@?f@??@he?
@?f@??@he?
@@@@@@@??@@@@@@@@@e?
@?g?@g?@e?
@?e/Xe?@g?@e?
@?eV/X??@g?@e?
@?e?V1??@g?@e?
@?O2@@@L?@g?@e?

?C@@0MeB1?@@@@@@@@@e?
@0M?f?@?@M?fI@e?

?
?
?

?
?
?

?@@@@@@@@@@@@@@@@?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@@@@@@@@@@@@@@@@?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@ @?e?
?@@@@@@@@@@@@@@@@?e?
?@ @?e?
?@ @?e?

?
?
?

６
月
19
日
�
〜
28
日
�
ま
で
、
図

書
館
特
別
整
理
期
間
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
休
館
中
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
探
検

・
ぼ
ん
く
ら
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

店
子
を
襲
っ
た
殺
し
屋
。
謎
の
新

興
宗
教
騒
ぎ
。
長
屋
か
ら
一
人
ず
つ

消
え
て
い
く
連
続
事
件
の
裏
の
陰
謀

に
、
同
心
井
筒
と
超
美
少
年
弓
之
助

が
挑
む
長
編
時
代
ミ
ス
テ
リ
ー
。

・
人
生
道
し
る
べ
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

・
薔
薇
の
木
枇
杷
の
木
檸
檬
の
木

江
國
香
織

・
東
北
婆
っ
ぱ
烈
伝

・
目
撃
証
言

・
金
正
日
最
後
の
賭
け

・
自
分
で
防
ぐ
１
０
大
生
活
習
慣
病

・
ム
ダ
な
し
か
ん
た
ん
お
か
ず

・
赤
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
病
気
が
わ
か

る
本

・
親
か
ら
子
へ
経
営
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

・
一
人
の
父
親
は
百
人
の
教
師
に
勝
る

・
今
日
か
ら
い
っ
ぱ
し
経
済
通

・
あ
な
た
の
メ
ー
ル
が
危
な
い

・
夏
の
お
わ
り
の
き
も
だ
め
し

・
超
知
り
た
い
小
学
生
ぎ
も
ん
ラ
ン

キ
ン
グ

・
ま
さ
か
さ
か
さ
ま

・
お
月
様
が
く
れ
た
ウ
サ
ギ
の
前
足

・
バ
ー
バ
パ
パ
の
さ
ん
ご
し
ょ
う
た

休
館
日
の
お
知
ら
せ

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
か
む
力
が

弱
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
食
べ
る
時
に
口
に
入

れ
た
物
を
、歯
で
か
み
砕
き
丸
め
て
、

唾
液
と
ま
ぜ
て
柔
ら
か
く
し
、
飲
み

込
む
「
そ
し
ゃ
く
」
を
お
こ
な
い
ま

す
。
そ
し
ゃ
く
力
は
、
か
む
力
を
養

い
な
が
ら
し
だ
い
に
身
に
つ
け
て
い

く
の
で
す
。

保
育
所
で
も
、
そ
し
ゃ
く
力
が
弱

い
た
め
「
前
歯
で
も
ぐ
も
ぐ
し
て
い

る
子
」
や
「
口
の
中
に
た
め
た
ま
ま
、

飲
み
込
め
な
い
子
」「
偏
食
の
あ
る

子
」「
食
事
に
意
欲
の
な
い
子
」「
あ

特
別
整
理
期
間
中
は
、
全
資
料
の

点
検
・
整
理
を
し
ま
す
。
図
書
・
雑

誌
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
の
返
却
期
限
が

切
れ
て
い
る
方
は
特
別
整
理
期
間
前

に
必
ず
返
却
し
て
下
さ
い
。

返
却
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
壬
生
義
士
伝
（
上
下
）
浅
田
次
郎

脱
藩
し
新
選
組
隊
士
と
な
っ
た
吉

村
に
、
旧
友
大
野
次
郎
右
衛
門
は
切

腹
を
命
じ
る
。
新
選
組
で
た
だ
ひ
と

り
「
義
」
を
貫
い
た
男
の
生
涯
物
語
。

・
最
後
の
場
所
　
　
　
　
秋
元
　
康

老
人
た
ち
が
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す

町
に
、
小
説
家
・
百
合
子
が
越
し
て

き
た
。
彼
女
は
、
自
分
の
人
生
が
残

り
わ
ず
か
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
…

森
光
子
主
演
映
画
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
の
原
作
。

・
日
本
の
よ
う
か
い
話

・
イ
ル
カ
と
泳
ぎ
た
い

・
新
聞
で
調
べ
よ
う
現
代
日
本
の
50

年
（
全
５
巻
）

・
調
べ
て
学
ぶ
日
本
の
し
く
み
（
全

５
巻
）

・
目
で
見
る
世
界
の
国

（々
全
52
巻
）

・
楽
し
い
音
楽

・
パ
ー
シ
ー
と
ど
う
ぶ
つ
た
ち

・
も
の
の
け
姫

・
日
本
む
か
し
話

・
お
じ
ゃ
る
丸

・
グ
ー
ス

・
キ
ャ
ス
パ
ー

・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を

・
驚
異
の
小
宇
宙
　
人
体

っ
と
い
う
間
に
食
べ
て
し
ま
う
子
」

な
ど
、
食
べ
方
に
問
題
の
あ
る
子
が

み
ら
れ
ま
す
。

か
む
力
は
、
出
生
時
の
体
重
、
分
娩

の
状
況
や
授
乳
か
ら
離
乳
食
の
摂
取
の

仕
方
が
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
保

育
所
で
は
、
家
庭
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
お
願
い
し
た
り
、
お
た
よ
り
や
育

児
相
談
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
食
体
験
と
し
て
、

・
野
菜
作
り
（
サ
ツ
マ
イ
モ
、
じ
ゃ

が
い
も
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ

ト
、
か
ぶ
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
二
十

日
大
根
、
に
ん
じ
ん
）

・
食
材
見
学
（
コ
ウ
ナ
ゴ
干
し
、
漁

協
へ
水
揚
げ
見
学
）

・
ク
ッ
キ
ン
グ
（
カ
レ
ー
づ
く
り
、

だ
ん
ご
作
り
、
す
る
め
焼
き
、
木
の

実
入
り
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
）

・
カ
ミ
カ
ミ
メ
ニ
ュ
ー
（
カ
リ
カ
リ

煮
干
し
、
ご
ぼ
う
サ
ラ
ダ
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
野
菜
、
れ
ん
こ
ん
の
カ
リ
カ
リ

煮
、
パ
ン
の
み
み
の
ラ
ス
ク
、
ナ
ッ

ツ
入
り
大
根
サ
ラ
ダ
）

等
の
実
践
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、
体
と
食

べ
物
に
関
心
を
も
ち
食
事
へ
の
意
欲

も
見
ら
れ
、
よ
ろ
こ
ん
で
食
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

栄
養
の
補
給
は
成
長
し
た
り
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
基
本
で
す
。
よ
り

簡
単
な
も
の
へ
と
流
れ
て
い
く
現
代

の
食
生
活
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
家

庭
と
連
携
し
て
食
事
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
け
ん

・
竜
の
谷
の
ひ
み
つ



虫歯を持っている割合 一人平均虫歯数

1歳6ヵ月児健診

3 歳 児 健 診

Ｈｅｌｌｏ　Ｓｈｉｎｃｈｉ！

生徒達は大きな夢をもっているので、生徒達と勉強するのが好きです。
生徒達が将来何になりたいかに興味をもっています。たぶんあなたたちは
私の夢を知りたいでしょう。私は作家になりたいんです。小さいころから
作家になりたかったです。いつも物語を読むのを楽しんでいます。ほとん
ど何でも読むのが好きです。寝る前にいつも物語を読んでいます。今日で
さえ、最初に何か読まないと十分寝ることができません。

私はまた書くことが好きです。日本での生活について日記を書いていま
す。また手紙やＥ－メイルを書くことも好きです。話すことより考えや気
持ちを表現することは簡単だと思います。書くことは一種のコミュニケ－
ションです。いつもコミュニケ－ションに興味をもっています。何かを書
くとき、何を言いたいのか読み手に分かってほしいです。そして私が感じ
てることを感じてほしいです。言葉は障害であり壁になりえます。時には
あなたたちは言葉で本当の考えを表現することはできません。しかしまた
言葉は窓である。もしあなたがある言葉を言えば、みんなすぐに理解しま
す。そのことは驚くべ事です。あなたの気持ちを読み取ることができるよ
うです。特に日本語には少しの言葉でも、いろんな意味がありますね。

私がどんな作家になりたいのか？私はＳ・Ｆを書きたいんです。未来に
ついて書くことが好きです。なぜなら創造力を駆使しなければいけないか
らです。もちろん私は科学が好きです。未来において科学が私達人類をど
こに連れていってくれるか創造することが好きなのです。

なぜ私が作家になりたいのか？なぜならコミュニケ－ションを楽しむか
らです。単語や言語はコミュニケ－ションの道具です。それは難しいこと
ですが好きです。たぶんあなたたちは本屋で私の本に出会うことでしょう。
もしそうなったら、よろしくね！！

Ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄ
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

６
月
４
日
か
ら
「
歯
の
衛
生
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
子
ど
も
の

「
歯
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

�
乳
歯
は
丈
夫
な
永
久
歯
を
つ
く
る

カ
ギ
で
す
。
と
り
わ
け
３
歳
ま
で
の

歯
の
状
態
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
虫
歯
は
あ
る
程
度
、
親
の

管
理
で
予
防
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん

が
一
生
、
健
康
な
歯
で
暮
ら
せ
る
か

否
か
は
、
親
の
育
児
の
腕
次
第
で
あ

る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

�
初
め
て
の
永
久
歯
は
、
小
学
校
に

入
学
す
る
前
後
に
生
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
が
６
歳
臼
歯
（
第
一
第
臼
歯
）

で
す
。
そ
の
後
、
乳
歯
は
次
々
と
永

久
歯
に
生
え
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
第
二
臼
歯
が
生
え
て
く
る
の

が
12
歳
ご
ろ
で
す
。
永
久
歯
の
中
で

は
、
４
本
あ
る
６
歳
臼
歯
が
、
い
ち

ば
ん
長
く
使
わ
れ
る
歯
で
あ
り
、
ま

た
、
か
む
力
の
約
80
㌫
を
担
っ
て
い

る
重
要
な
歯
な
の
で
す
。
乳
歯
に
虫

歯
が
あ
っ
た
り
、
抜
け
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
と
、
６
歳
臼
歯
は
正
し
い

位
置
に
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
後
か
ら
生
え
て
く
る
永
久
歯
に

も
影
響
を
与
え
、
八
重
歯
や
乱
ぐ
い

歯
を
つ
く
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ど

う
せ
抜
け
か
わ
る
乳
歯
だ
か
ら
、

少
々
虫
歯
に
な
っ
て
も
い
い
や
な
ど

と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
虫
歯
の

な
い
乳
歯
が
、
立
派
な
６
歳
臼
歯
を

正
し
い
位
置
に
生
え
さ
せ
、
ひ
い
て

は
、
そ
れ
が
他
の
永
久
歯
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。

�
町
で
は
、
１
歳
６
カ
月
・
２
歳
・

３
歳
の
健
康
診
査
に
歯
科
医
師
に
よ

る
診
察
を
し
て
い
ま
す
。
虫
歯
の
あ

る
子
ど
も
の
割
合
は
１
歳
６
カ
月
児

で
は
10
㌫
、
２
歳
児
34
㌫
、
３
歳
児

で
は
70
㌫
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
相

双
管
内
の
平
均
に
比
べ
る
と
か
な
り

高
い
割
合
で
す
。（
別
表
１
）

�
砂
糖
を
制
限
し
、
歯
磨
き
を
一
生

懸
命
に
実
行
し
て
も
、
子
ど
も
の
虫

歯
を
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
い
か
に
小

さ
い
う
ち
に
発
見
し
、
治
療
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
歯
を
み

が
く
と
同
時
に
、
と
き
ど
き
丹
念
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯
の
健
康
は
、
食
事
や
日
常
会
話

の
楽
し
み
な
ど
「
う
る
お
い
」
や

「
や
す
ら
ぎ
」
の
あ
る
生
活
を
営
む

う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
小
さ
い
う
ち

か
ら
歯
の
健
康
づ
く
り
を
実
行
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
キ
シ
リ
ト
ー
ル
に
つ
い
て

最
近
よ
く
お
店
で
見
か
け
る
キ

シ
リ
ト
ー
ル
を
含
ん
だ
ガ
ム
は
、

虫
歯
・
歯
周
病
予
防
に
効
果
的
で

す
。
キ
シ
リ
ト
ー
ル
と
い
う
甘
味

成
分
は
、
歯
を
溶
か
す
酸
を
作
ら

な
い
だ
け
で
な
く
、
虫
歯
菌
の
活

性
化
を
弱
め
る
力
も
持
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
多
く
取
り
過
ぎ
る

と
便
が
ゆ
る
く
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
要
注
意
。

伝　言　板

部
屋
造
る
大
工
の
音
も
気
に
せ
ぬ
か

燕
の
巣
作
り
ひ
た
す
ら
続
く

桜
　
井
　
京
　
子

鹿
狼
山
の
麓
よ
り
海
を
眺
め
つ
つ

お
に
ぎ
り
食
み
し
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
に

片
　
平
　
ト
　
シ

母
の
日
に
嫁
の
選
び
し
ブ
ラ
ウ
ス
と

有
難
と
う
の
声
嬉
し
く
受
け
る

寺
　
島
　
淑
　
子

朝
露
の
残
り
し
庭
の
八
重
桜

夫
を
偲
び
て
仏
前
に
供
う

高
　
橋
　
よ
　
し

誕
生
日
に
孫
よ
り
贈
ら
る
ハ
ン
チ
ン
グ

被
る
夫
の
顔
は
ほ
こ
ろ
ぶ

小
山
田
　
つ
　
や

北
陸
の
空
は
晴
れ
い
て
小
波
の

か
な
た
に
か
す
む
佐
渡
が
島
見
ゆ

今
　
野
　
好
　
子

鴬
の
鳴
く
里
に
い
て
さ
わ
が
し
き

都
に
住
め
る
子
ら
を
思
い
ぬ

高
　
橋
　
忠
　
雄

有
珠
山
の
噴
火
終
り
に
近
し
と
い
う

明
る
き
ニ
ュ
ー
ス
よ
ろ
こ
び
て
聞
く

菅
　
野
　
八
重
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
畑
に
か
こ
ま
る
新
地
城
址
の

東
に
見
放
く
る
青
き
海
原

荒
　
　
　
洋
　
子

相双管内

新 地 町

相双管内

新 地 町

8.0％

10.0％

57.8％

70.69％

0.27本

0.35本

3.46本

4.49本

（別表1）

の子どもたち
４月24日�に行われた３歳
児健診で虫歯０（ゼロ）の子
供は16人中８人でした。
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『ツツツツツツツツジジジジのののの山山山山』
春から夏にかけ、野山に自生し、赤、白、紫、橙色の花を咲かせるツツジ。観賞用として広く愛用され

ています。
大戸浜の寺島貞助さん（84歳）方の庭と裏山には斜面一面にみごとなツツジが咲きそろい、近所の人

たちを楽しませています。
このツツジは、寺島さんが約30年前から挿し木したのがはじまりで、丹念に手入れを続けたものが根

づき、毎年５月には見事な花をつけます。寺島さんは「ここ数年はなかなか手入れが行き届かなくて恥ず
かしいが、ここまでやってきたのでこれからも頑張りたい」と話してくれました。

大戸浜の「ツツジの山」、また来年も私たちを楽しませてくれることでしょう。

■
今
月
は
、
深
緑
の
季
節
に
ち
な
ん
で
「
ポ
ー
ト
パ

ー
ク
し
ん
ち
」、
町
内
の
公
園
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
各
公
園
は
、
休
日
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
連
れ

の
家
族
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
話
を
聞
い
て
み

る
と
町
外
の
方
ば
か
り
。
な
か
な
か
町
内
の
方
が
い

ま
せ
ん
。
梅
雨
前
の
さ
わ
や
か
な
季
節
で
す
。
皆
さ

ん
も
公
園
等
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
晴
）


